
行事ID 308

計画作成者 辰己七海作成日 令和4年5月9日(月)

事業所名 はぐくみ鶴見緑地教室

責任者 土門弘治

行事 イベント「ハロウィン」

行き先 移動手段

実施日 令和4年10月29日(土) 雨天時 決行 実施区分 実施

印刷日時：2022/11/25 11:36:13行事報告書

目的 ・ハロインにちなんだ催しを行うことでお友達同士の交流を深めるとともに思い出づくりの場と

することを目的

とし楽しみながら参加出来るようにします。

内容 ・事前に室内を飾り付けをし袋詰めにしてお菓子を配布する。

・制作(ハロウィンの帽子、風船を使ってその上から装飾をつけ風船の上に穴をあけてバケツを作

る。)

・未就学児に対しては事前にあらかた完成をさせて装飾メインで制作をする。

参加人数 13人

職員人数 5人

行事報告ID 799 報告日 2022/11/02 (水)

計画：Plan　　　評点

・行事の作成者が当日に公休日でしたが前もって試作を見て大体の予想は出来ていましたが実際

に一からの行程を行うと児童のスピードの差が出来てしまい、当日に持ち帰る事が出来ていな

い。

実行：Do　　　評点

・年齢事に班分け職員配置をしていましたが実際に始まると児童達の中でなかなか風船に画用紙

が張り付かない事や一つの事から持続が難しくなってしまい職員がフォローに追われてしまって

いた。

評価：Check　 評点

・当日にお渡し出来てない事が残念な結果となっており、おやつの配布に関しては児童も喜んで

おり良かったと思います。

改善：Action

・事前に行事作成者だけでなく職員全員で試作を作ることで生まれる意見を当日に活かせていっ

た方がより良くなると思います。

改善要望

改善同様

報告者 阿部美穂
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行事ID 308

計画作成者 辰己七海作成日 令和4年5月9日(月)

事業所名 はぐくみ鶴見緑地教室

責任者 土門弘治

行事 イベント「ハロウィン」

行き先 移動手段

実施日 令和4年10月29日(土) 雨天時 決行 実施区分 実施

印刷日時：2022/11/25 11:36:13行事報告書

目的 ・ハロインにちなんだ催しを行うことでお友達同士の交流を深めるとともに思い出づくりの場と

することを目的

とし楽しみながら参加出来るようにします。

内容 ・事前に室内を飾り付けをし袋詰めにしてお菓子を配布する。

・制作(ハロウィンの帽子、風船を使ってその上から装飾をつけ風船の上に穴をあけてバケツを作

る。)

・未就学児に対しては事前にあらかた完成をさせて装飾メインで制作をする。

参加人数 13人

職員人数 5人

行事報告ID 800 報告日 2022/11/02 (水)

計画：Plan　　　評点

見本を含め事前準備は出来ていたが参加する児童の年齢の幅などを踏まえての内容が想定出来て

いなかったので今後は年齢の幅を意識して制作の内容を考える必要がある。

実行：Do　　　評点

年齢・巧緻性に合わせグルー分けを行い作業しました。風船にノリを付けた画用紙を貼る作業に

苦戦していましたが職員が都度サポートすることに完成させる事ができていました。

評価：Check　 評点

ノリを使った作業に抵抗がある児童や貼る作業に苦戦している児童もいたがお友達同士でコツを

教え合いチャレンジしている姿見られた。

改善：Action

・年齢の幅に応じて製作の内容・難易度の設定を行う必要があり今後の行事に活かしていく必要

がある。

・行事担当者だけが詳細を把握するのでなく準備段階から他の職員も携わりサポートする必要が

ある。

改善要望

特になし

報告者 岩木亮太
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行事ID 308

計画作成者 辰己七海作成日 令和4年5月9日(月)

事業所名 はぐくみ鶴見緑地教室

責任者 土門弘治

行事 イベント「ハロウィン」

行き先 移動手段

実施日 令和4年10月29日(土) 雨天時 決行 実施区分 実施

印刷日時：2022/11/25 11:36:14行事報告書

目的 ・ハロインにちなんだ催しを行うことでお友達同士の交流を深めるとともに思い出づくりの場と

することを目的

とし楽しみながら参加出来るようにします。

内容 ・事前に室内を飾り付けをし袋詰めにしてお菓子を配布する。

・制作(ハロウィンの帽子、風船を使ってその上から装飾をつけ風船の上に穴をあけてバケツを作

る。)

・未就学児に対しては事前にあらかた完成をさせて装飾メインで制作をする。

参加人数 13人

職員人数 5人

行事報告ID 796 報告日 2022/11/01 (火)

計画：Plan　　　評点

制作物の試作を行ったり、制作過程がわかるように説明資料を作るなど完成形のイメージができ

るよう工夫されていた。未就学児や特別配慮が必要な児童に対して準備ができていたらよかった

と思う。

実行：Do　　　評点

制作の難易度が高く集中が続かない児童や、糊を使うことに抵抗があって参加できない児童が出

てしまった。制作は２つ行う予定だったが、１つ目で時間がかかり予定通り実行することができ

なかった。

評価：Check　 評点

できる工程を頑張って取り組む児童や、職員と一緒に最後まで集中して取り組む児童が見られた

のはよかった。制作の難易度や時間配分についてはもう少し事前に把握できればよかった。

改善：Action

制作を２種類用意していたので、どちらも行うのではなく、児童の希望に合わせてどちらか選ぶ

ようにできてもよかったと思う。

改善要望

特になし

報告者 橋本結月
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